
別紙

Ⅰ．事業評価総括表（令和６年度）
（単位：円）

（備考） 事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

竹田市清掃センター設備
更新事業

公共用施設に係
る整備、維持補
修又は維持運営
等措置

竹田市 39,600,000 39,600,000

交付金事業の名称 交付金事業者名又は間接交付
金事業者名

交付金事業に
要した経費

交付金充当額 備考措置名番号

1



Ⅱ．事業評価個表（令和６年度）
（単位：円）

事業開始年度

番号 措置名

令和６年度 事業終了（予定）年度

1 公共用施設に係る整備、維持補修又は維持運営等措置

交付金事業の名称

竹田市清掃センター設備更新事業

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 竹田市

交付金事業実施場所 竹田市荻町

事業期間の設定理由

交付金事業の概要

　竹田市では現在大分市の中間処理施設にごみ処理を委託し、市は可燃ごみの中継基地として処理しています。市にあ
る清掃センター中継施設に収集されたごみは、圧縮積替え処理され、大分市に搬送しています。
　ごみ処理の広域化処理開始から２０年以上経過しており、経年劣化による不具合が出てきています。本事業により、
ごみの圧縮積替え処理を行うコンパクタラム等の設備を更新することで、適正なごみ処理の継続が図られます。

　【事業量】
　　ゴミ圧縮機（コンパクタ）各装置更新一式
　　　・コンパクタラムＡＳＳＹ　１式
　　　・ガイドバー　１式
　　　・固縛装置ＡＳＳＹ　２組
　　　・引寄装置ＡＳＳＹ　１式

交付金事業に関係する都道
府県又は市町村の主要政
策・施策とその目標

竹田市一般廃棄物処理基本計画（令和２年度～令和１１年度）
　第４章　ごみ処理基本計画
　　Ⅰ．基本方針
　　　②施設の有効活用・適正管理
　　　　中継施設・リサイクルセンター・最終処分場を有効に活用し適正な維持管理のもと、適正処理の継続に努め
る。
　　Ⅲ．目標達成に向けての具体的な施策
　　　４．市の取り組み施策
　　　⑨安定した中間処理体制の確保と広域処理体制の確立
　　　　中継施設及びリサイクルセンターの定期的な点検整備等により、適正かつ安定した管理運営に努める。

　【目標】
　　清掃センターの適正な稼働日数　２４０日（令和７年度）

令和６年度



日 240

単位

活動見込 式

無

評価に係る第三者機関等の活用の有無

％

単位

成果実績 日

目標値

総事業費

交付金事業の総事業費等

達成度

活動実績 式

年度 年度

評価年度の設定理由

交付金事業の契約の概要

竹田市清掃センター設備の更新 随意契約（特命）
新明和工業株式会社　流体
事業部　営業本部　九州支

店（福岡県福岡市）
39,600,000円

交付金事業の評価課室 竹田市総務課

交付金事業の活動指標及び
活動実績

活動指標

コンパクタラム・固
縛装置・引寄装置の

更新 ％

令和６年度

1

交付金事業の担当課室 竹田市環境課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

うち経済産業省分

うち文部科学省分

交付金充当額 39,600,000

事業完了の翌年度の稼働日数を評価するため

交付金事業の定性的な成果及び評価等

1

交付金事業の成果目標及び
成果実績

成果目標 成果指標 評価年度 令和８年度

清掃センターの適正
な稼働日数　240日

令和７年度の清掃セ
ンターの適正な稼働

日数 達成度

39,600,000

令和６年度 年度 年度 備考

39,600,000

100




